
本
町
で
最
も
脅
威
と
な
る

「
天
長
地
震
モ
デ
ル
」に
よ
る
災
害

県
で
は
、
27
パ
タ
ー
ン
の
地
震
モ
デ
ル

を
想
定
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
本
町
で
最

も
被
害
が
大
き
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
地
震
災
害
は
「
天て

ん
ち
ょ
う長
地
震
モ
デ
ル
」
に

よ
る
も
の
で
す
。
こ
れ
は
、
西
暦
８
３
０

年
（
平
安
時
代
）
に
実
際
に
発
生
し
た
と

言
わ
れ
て
い
る
直
下
型
の
地
震
で
、
同
じ

規
模
の
地
震
が
現
代
に
発
生
し
た
場
合

に
、
左
の
表
に
示
し
た
よ
う
な
被
害
が
予

想
さ
れ
ま
す
。

町
で
は
、
こ
の
地
震
災
害
を
最
も
脅
威

で
あ
る
と
受
け
止
め
、「
町
地
域
防
災
計

画
」
を
作
成
し
防
災
対
策
を
進
め
て
い
ま

す
。

震
度
の
程
度
と
強
さ

地
震
の
震
度
に
は
０
か
ら
７
ま
で
の
計

10
の
震
度
階
級
が
あ
り
ま
す
。
本
町
で
記

録
の
あ
る
最
大
震
度
は
、「
日
本
海
中
部

地
震
（
昭
和
58
年
５
月
26
日
）」
の
震
度

５
で
、
当
時
、
住
家
半
壊
５
棟
、
非
住
家

半
壊
42
棟
、
道
路
決
壊
15
か
所
な
ど
の
被

害
が
あ
り
ま
し
た
。

気
象
庁
の
震
度
階
級
の
解
説
に
よ
れ

ば
、
次
ペ
ー
ジ
上
部
の
表
の
よ
う
に
な
っ

て
お
り
、「
天
長
地
震
モ
デ
ル
」
の
震
度

６
強
で
は
、
耐
震
性
の
な
い
建
物
の
倒
壊

に
よ
り
命
に
関
わ
る
被
害
が
心
配
さ
れ
ま

す
。特

に
、建
物
の
耐
震
性
の
「
あ
る
」、「
な

し
」
で
住
家
が
損
傷
を
受
け
、
命
に
関
わ

る
被
害
が
発
生
し
始
め
る
「
震
度
６
弱
」

か
ら
注
意
が
必
要
で
す
。

地
震
へ
の
備
え
❶

住
宅
の
耐
震
化

地
震
へ
の
備
え
と
し
て
重
要
な
も
の
の

一
つ
が
、
建
物
の
耐
震
化
で
す
。
大
き
な

地
震
が
発
生
し
た
時
、
建
物
の
倒
壊
や
損

壊
に
よ
り
命
を
落
と
し
た
り
、
建
物
内
に

閉
じ
込
め
ら
れ
る
と
い
っ
た
ケ
ー
ス
が
多

く
あ
り
ま
す
。

平
成
７
年
１
月
17
日
の
兵
庫
県
南
部
地

震
（
阪
神
・
淡
路
大
震
災
）
の
建
物
被
害

状
況
か
ら
、
特
に
昭
和
56
年
以
前
の
い
わ

ゆ
る
「
旧
耐
震
基
準
」
で
建
て
ら
れ
た
建

築
物
に
つ
い
て
は
、耐
震
診
断
を
実
施
し
、

そ
の
結
果
必
要
に
応
じ
て
耐
震
改
修
工
事

が
必
要
で
す
。

町
で
は
、
耐
震
診
断
支
援
事
業
を
受
け

付
け
て
お
り
、
実
質
負
担
１
万
円
で
住
宅

の
耐
震
性
能
の
診
断
が
可
能
と
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
際
、
耐
震
改
修
工
事
が
必
要

と
な
っ
た
場
合
は
、
補
助
金
の
活
用
が
可

能
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
耐
震
診
断

等
に
つ
い
て
は
、町
建
設
課
（
☎
８
５
２・

５
２
５
２
）
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
基
準
に
適
合
す
る
耐
震
改
修
を

実
施
し
た
場
合
は
、
固
定
資
産
税
が
減
額

と
な
る
制
度
も
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に

工
務
店
や
町
税
務
課
（
☎
８
５
２
・
５
１

４
４
）
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

地
震
へ
の
備
え
❷

家
具
の
固
定

大
地
震
等
の
発
生
時
は
、
家
具
類
が
転

倒
し
、部
屋
中
に
散
乱
し
て
し
ま
い
ま
す
。

過
去
の
大
地
震
発
生
時
に
は
、
ピ
ア
ノ
が

部
屋
の
中
で
動
き
回
り
、
テ
レ
ビ
や
電
子

レ
ン
ジ
が
宙
を
舞
う
と
い
っ
た
平
常
時
に

は
想
像
し
難
い
こ
と
が
起
き
て
い
ま
す
。

ま
た
、
重
い
家
具
の
下
敷
き
に
な
り
、
胸

部
な
ど
が
圧
迫
さ
れ
る
こ
と
で
窒
息
死
す

る
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
特
に
注
意
が
必
要

で
す
。

命
を
守
り
、け
が
を
し
な
い
た
め
に
も
、

Ｌ
字
金
具
や
支
え
棒
な
ど
で
家
具
を
固
定

す
る
な
ど
、
家
具
の
転
倒
、
落
下
を
防
ぐ

対
策
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

地
震
へ
の
備
え
❸

ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
耐
震
化
　

耐
震
性
の
な
い
ブ
ロ
ッ
ク
塀
や
門
柱
な

ど
は
、
地
震
で
倒
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
平
成
30
年
６
月
18
日
の
大
阪
北
部
地

震
で
は
、小
学
校
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
が
倒
れ
、

登
校
中
の
児
童
が
亡
く
な
る
事
故
が
発
生

し
て
い
ま
す
。

地
中
に
し
っ
か
り
し
た
基
礎
部
分
が
な

い
も
の
、
鉄
筋
が
入
っ
て
い
な
い
も
の
は

危
険
な
の
で
補
強
し
、
ひ
び
割
れ
や
老
朽

化
し
た
も
の
は
補
修
し
ま
し
ょ
う
。

写真：平成19年７月16日の新潟県中越沖地震により全壊した建物。
（出典：一般社団法人消防防災科学センター）

地震で家具が倒れないよう、しっ
かりと固定しましょう。

■天長地震モデルによる
　本町の地震被害想定
・マグニチュード 7.2

・最大震度 ６強

・建物被害予測 全壊 2,069棟

半壊 2,089棟

・火災被害予測 炎上出火件数 ４件

消失棟数 174件

・人的被害予測 死者 107人

負傷者 514人

・避難者数 最大 4,466人

・必要となる応急仮設住宅 1,038棟

・上水道復旧日数 20日

・下水道復旧日数 26日

・電力復旧日数 ７日

・通信復旧日数 ７日

08KOHO GOJOME No.1035 2020.10.109 広報「ごじょうめ」1035号　令和2年10月1日

　本町では、前線や台風による豪雨災害や風害のほかに、
地震による被害も心配されることから、町の地域防災計画
では、最も脅威となる災害として「最大震度６強の直下型
の地震」を想定しています。
　今月号では「地震」をテーマに、住民の皆さまに備えて
もらいたい防災知識について紹介していきます。
　　　　　　　　　問　町住民生活課（☎852・5112）

▶地震の揺れと想定される被害

震　度 揺れの感じ方・想定される被害

4 ほとんどの人が驚く。電灯などの吊り下げ物は大きく揺れる。

５弱 棚にある食器類や本が落ちる。固定していない家具が移動することがあり、不安定なものは倒れる
ことがある。

５強 物につかまらないと歩くことが難しい。棚にある食器類や本など、落ちるものが多く
なる。固定していない家具が倒れることがある。

６弱 立っていることが困難。固定していない家具の大半が倒れる。ドアが開かなくなることがある。耐
震性の低い木造建物は、建物が傾いたりすることがある。

６強 這
は

わないと動くことができない。耐震性の低い木造住宅は、傾くものや、倒れるもの
が多くなる。大きな地割れ、山林の崩壊の発生。

7 耐震性の高い木造建物でも、まれに傾くことがある。耐震性の低い鉄筋コンクリート造の建物で
は、倒れるものが多くなる。


